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平成20年12月5日
東京大学 空間情報科学研究センター

今井 修
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1. 市民参加型ＧＩＳの歴史
1. 市民参加型ＧＩＳの事例

2. GISに対する認識の変化

2. 地域資源とＧＩＳによる活用
1. 地域資源の捉え方

3. 次世代参加型まちづくり
1. ワークショップの中のGIS

4. 安全・安心活動とGIS
1. 交通安全

2. 防犯活動
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 1995～防災分野での利用（地震，油流出等）
 1998 NPO法が成立
 福井他：地域の環境診断に用いた
 川向他：地域運営システムに用いた
 学校教育（特に環境）分野での利用開始
 2001 真鍋他：カキコまっぷ
 2002 島根県中山間地域研究センターでWeb-GISによ

る，教育，鳥獣，環境，地域活動分野で利用
 2003 電子国土によるNPO情報提供
 2003~2005 国土交通省GIS利用定着化事業
 2005 熊本県八代市地域SNS「ごろっとやっちろ」

Google MapのAPI公開で個人，NPOが利用
 2007 「GISと市民参加」（古今書院）出版
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 1995.1阪神淡路大震災で初めて利用
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• ニフティサーブ（パソコン
通信）で情報流通

• ボランティアが毎日避難
所を回り情報収集

• 避難所，交通機関，医療
機関等日常生活に必要
な情報を毎日提供

• ただし，GISは地域の住

民とって必要な情報だっ
たのか？

• 自分の周りの情報だ
けが必要

• 全体的な把握は，
外部の人にとって有
益な情報だった
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http://www.shomachi.org/shimura1/index.html
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http://map.hatena.ne.jp/
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えのしま・ふじさわ
ポータルサイト

http://e-comm.cityfujisawa.ne.jp/

藤沢市
市民電子会議室

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/~denshi/

藤沢市産業振興財団
電縁まっぷ

http://gis01.city.fujisawa.kanagawa.jp/Portal.do
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 ＧＩＳを巡る変化と市民参加
の大潮流

 市民参加を促すＧＩＳ実現の
足跡
 地域ポータル編
 自然観察編
 安心・安全編
 教育編

 ＧＩＳによる市民参加の促進
 今後の展望
 資料：ＧＩＳ活用事例集
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一般

インター
ネットの
普及

地図検索
（Googl eMap )
経路検索
（カーナビ）

コミュニケーション
ツール

（地域SNS，携帯
電話ツール)

地域を知る道具
（NPO活動）

1
便利な道具

2
情報伝達
の道具

3
情報分析
の道具

人々の認識

専門家
研究者

効率的な管理
ツール
（課税）

緊急通報
（消防・警察）

情報の可視化
空間分析

（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ）
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 基礎的地域資源

 地域に固定され，地域開発等に利用
可能な資源
自然資源

 潜在資源（気候的条件，地理的条件），潜在
的自然条件

文化的資源

 歴史的資源，社会経済的資源（制度，組織，
文化）

人工施設資源

 巨大構築物（瀬戸大橋，街並み，ダム，建築
物）

人的資源
 高齢者労働，地域固有の技術
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そ
の
時
の
社
会
・経
済
的
状
況
に
依
存

出典：目瀬守男「地域資源管理学」

 地域資源の連鎖性
 ある地域資源は他の地域資源と関連を持つ

例：湧水の活用には，それを育む山林の保全と関連

例：生息生物の保全には，その生息地，捕食関係を知る必
要がある

 連鎖したものを１つの総体として捉えることができる
例：風景，景観，風土

 地域資源の多機能性
 １つの地域資源は，人間活動に多様な機能を提供す
ることが可能で，活用に際して配慮する必要
例：川や水路は，用水・排水機能だけではなく，生物の生息
空間の確保，アメニティの提供，環境学習機能の提供
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 明治以前
 地域内資源のリサイ
クル
 人間活動は，植物
（バイオマス）資源，
水産資源と自然エ
ネルギー資源に依
存

 明治以降（工業化社
会）
 重化学工業化とエ
ネルギー革命（石
炭）

 車利用社会の到来

 情報化社会の到来
 ソフトエコノミクス
 IT化
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• 地域外資源
への依存

• 均質・安定・
大量な資源
への依存

• 放棄される
地域資源

• 石油危機によるソ
フトエネルギーへ
の注目（１９７０年
代）

• 地方の時代・地
域資源の最大活
用（１９８０年代）

• 環境保全のため
の地球資源の活
用（１９９０年）

• パワーシフトによ
る人的資源への
注目（１９９０年代
以降）

• 市民協働の
具現化

出典：いちから見直そう地域資源（三井情報開発総研）

市場価値の観点 高い 低い

量（規模） 大きい 小さい

質 優れている 劣っている

数 希少 ありきたり

配置 まとまっている ばらばら

アクセス 利用しやすい 利用しにくい

効用 効用がある 効用が無い

活用 活用されている 活用されていない
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未利用な地域資源のタイプ

１）「凡」の地域資源：身近な生物，なにげない風景，自然エネルギー

２）「負」の地域資源：地域条件（豪雪，狭隘，遠隔），施設（迷惑，不法，不良），汚染さ
れた土地
３）「廃」の地域資源：二次的自然（里山，棚田），伝統工芸，伝承，廃校，空家，空店舗
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 国民の多様なニーズへの対応
 なにげない風景，ものに対して懐かしさやぬくもりを求める
精神風土

 こだわりを持ち，より「おたく」なものを求める精神風土

 地域の担い手の活発化
 NPO，市民団体

 技術革新
 インターネットによる情報発信，コミュニケーション
 リサイクル技術，バイオエネルギー技術の発展

 環境負荷の軽減
 環境配慮等を市場に内部化する動き（CO2削減等）
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専門家の分析
発掘しないと

見つからない

事故・災害

生情報の記録 付加価値の情報

文化，芸能

自然

ＧＩＳによる見えない情報の可視化

単なる地図つくり
から

問題の解決へ

記憶は

すぐに消え
る これがないと

続かない
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出典：社会資本整備審議会（H15）次世代参加型まちづくり方策小員会とりまとめ

ワークショップによる情報コミュニケ―ションに注目
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伊藤・大久手計画工房（2003)「参加するまちづくり」を参考に作成した

6つのコ

ミュニケー
ションの組
み合わせ

情報
共有

体験
共有

創造
表現

その
他

意見
集約

意見
表出

良好なコミュニケーションと情報共有

→参加者の主体意識の醸成
地域の理解の深化

空間的思考における空間の認識トレーニング

空間的思考における空間的推論トレーニング

情報共有・情報発信
空間的思考における空間表現法のトレーニング

具体的活動への発展
専門家の支援による住民の学習

ステイクホルダーによる合意形成の支援
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年代により異なるニーズ 地域の荒廃
 中心市街地

 シャッター街

 公共交通
 バス
 ローカル線

 医療サービス
 へき地医療
 自治体病院

 上下水道
 上水道料金アップ

 農林業
 耕作放棄地
 荒廃した山林

 集合住宅
 老朽化した住宅と建て替え
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高齢者

若年層

勤労者

医療・福祉サービス

移動サービス

買い物サービス

子育てサービス

保育・教育サービス

娯楽サービス

 さまざまな地域ニーズに細かく対応するため
には，マンパワーが足りない

 これまで行政に依存していた部分を住民，民間，
大学，行政の４者の協力でマンパワーの不足を補
う

住民に当事者意識を醸成することが必要であり，
その方法としてワークショップの役割が大きい

参加型活動の一環として，ＧＩＳを用いたワーク
ショップを行い，情報共有，情報発信を強化する
ことで，参加型活動の質が高まることが期待できる

22



2008/12/8

12

23 出典：第12回国土審議会資料

情報の共有と
活用の検討
が必要

 実際の現象に基づき対策を考える
 交通安全の例：世田谷のハザードマップ例

 保護者の記憶・思いこみをマップにしただけのものではなく，統計
データに基づくこと

 危機管理のレベル，場所が明瞭であること

 その場所がどういう風に危険で，我々はどうすれば良いのかが明
瞭なこと

 見やすくわかりやすいこと

24 出典：「安心・安全なコミュニティの実現」原岡講演資料

③

気を付けてい
たので事故が
少ない

②

気を付けても事
故が発生（事故
の発生の20％）

①

危ないという認識が
無いのに事故が起
こっている

危ないと思って
いるところ

事故が起こって
いるところ
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 犯罪の3要素（ルーティンアクティビティ理論）①
犯罪を意図する人，②被害を受ける人，③監視

 子どもの犯罪の場合，ＧＩＳを利用して②，③を捉える

②子どもの行動の把握，被害の実態の把握

③防犯パトロール，地域の監視の把握

 道具

小型ＧＰＳ，デジカメ，携帯電話，ＧＩＳの利用
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 ＧＩＳ技術の進歩により，誰でも，いつでもＧＩＳを
利用できるようになった．

 社会的課題の解決にＧＩＳを用いる場合，その解
決に向けた市民参加活動と連動して用いること
が重要である

 活動の中のワークショップを通じ，ＧＩＳの技術，
考え方を学習することができる

 国土形成計画における，あらたな公として，社会
的役割を担う活動を行う際に，ＧＩＳは有力な道
具となる
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